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(57)【要約】
【課題】保持容量線駆動方式の液晶表示装置において、
簡単な回路構成で、パーシャル表示の低消費電力化を実
現するとともに、非表示領域のリフレッシュ動作を間欠
的に行う場合に、表示不良の発生を防止する。
【解決手段】間欠的なリフレッシュ動作において、２フ
レームおきにリフレッシュを行うようにすると、極性信
号ＰＯＬは、リフレッシュが行われるフレーム毎に反転
を繰り返すようになる。即ち、第０フレーム、第３フレ
ーム、第６フレーム、・・・でリフレッシュが行われ、
極性信号ＰＯＬは、第０フレームではＬレベル、第３フ
レームではＨレベル、第６フレームではＬレベルという
ように反転する。これにより、非表示領域のリフレッシ
ュにおいても、表示領域と同様に極性信号ＰＯＬが反転
し、保持容量線駆動が行われるため、表示不良が防止さ
れる。
【選択図】図７



(2) JP 2009-75225 A 2009.4.9

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
複数の画素からなる画素領域と、
　複数のソース線と、
　複数のゲート線と、
　複数の保持容量線と、
　前記画素の画素電極と前記保持容量線の間に接続された保持容量と、
　前記ゲート線にゲート選択信号を出力するゲート選択回路と、前記画素毎に設けられ、
前記ゲート選択信号に応じてスイッチングし、前記ソース線からのソース信号を画素電極
に供給する第１のスイッチング素子と、
　前記ゲート選択信号に応じて、１フレーム毎に第１のレベルと第２のレベルの間で交互
に反転を繰り返す極性信号をラッチする第１のラッチ回路と、
　前記第１のラッチ回路の出力信号に応じて、前記保持容量線の電位を切り換える第２の
スイッチング素子と、を備え、
　前記画素領域中で、画像が表示されない非表示領域においては、２つ以上のフレームを
間引いた残りのフレームで、非表示に対応するソース信号を前記第１のスイッチング素子
を介して、対応する画素に供給するリフレッシュ動作を行わせるとともに、リフレッシュ
動作が行われる第１のフレームと次のリフレッシュ動作が行われる第２のフレームにおい
て、極性信号が反転するように制御することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
前記画像が表示される表示領域においては、ソース信号が前記第１スイッチング素子を介
して、ソース信号を対応する画素に供給するとともに、前記第１のラッチ回路の出力信号
である極性信号が１フレーム毎に反転するように制御することを特徴とする請求項１に記
載の液晶表示装置。
【請求項３】
前記ゲート選択回路はゲート選択イネーブル信号に基づいて前記ゲート選択信号を出力す
るように前記ゲート選択イネーブル信号を制御する制御回路を備えることを特徴とする請
求項１または２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
タイミング信号に応じて前記第１のラッチ回路の出力信号をラッチする第２のラッチ回路
を備え、前記第２のスイッチング素子は、第２のラッチ回路の出力信号に応じて、前記保
持容量線の電位を切り換えることを特徴とする請求項１、２、３、のいずれか１項に記載
の液晶表示装置。
【請求項５】
複数の画素からなる画素領域と、
　複数のソース線と、
　複数のゲート線と、
　複数の保持容量線と、
　前記画素の画素電極と前記保持容量線の間に接続された保持容量と、
　前記ゲート線にゲート選択信号を出力するゲート選択回路と、
　前記画素毎に設けられ、前記ゲート選択信号に応じてスイッチングし、前記ソース線か
らのソース信号を画素電極に供給する第１のスイッチング素子と、
　前記ゲート選択信号に応じて、１フレーム毎に第１のレベルと第２のレベルの間で交互
に反転を繰り返す極性信号をラッチする第１のラッチ回路と、
　前記第１のラッチ回路の出力信号に応じて、前記保持容量線の電位を切り換える第２の
スイッチング素子と、を備える液晶表示装置の駆動方法において、
　前記画素領域の中、画像が表示されない非表示領域においては、２つ以上のフレームを
間引いた残りのフレームで、非表示に対応するソース信号を前記第１のスイッチング素子
を介して、対応する画素に供給するリフレッシュ動作を行わせるとともに、リフレッシュ
動作が行われる第１のフレームと次のリフレッシュ動作が行われる第２のフレームにおい
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て、極性信号が反転するように制御することを特徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項６】
複数の画素からなる画素領域と、
　複数のソース線と、
　複数の保持容量線と、
　前記画素の画素電極と前記保持容量線の間に接続された保持容量と、
　ゲート選択イネーブル信号に基づいてゲート選択信号を出力するゲート選択回路と、
　前記画素毎に設けられ、前記ゲート選択回路からのゲート選択信号に応じてスイッチン
グし、前記ソース線からのソース信号を画素電極に供給する第１のスイッチング素子と、
　前記ゲート選択回路からのゲート選択信号に応じて、１フレーム毎に第１のレベルと第
２のレベルの間で交互に反転を繰り返す極性信号をラッチする第１のラッチ回路と、
　前記第１のラッチ回路の出力信号に応じて、前記保持容量線の電位を切り換える第２の
スイッチング素子と、を備える液晶表示装置の駆動方法において、
　前記画素領域の中、画像が表示されない非表示領域においては、２つ以上のフレームを
間引いた残りのフレームで、非表示に対応するソース信号を前記第１のスイッチング素子
を介して、対応する画素に供給するリフレッシュ動作を行わせるとともに、リフレッシュ
動作が行われる第１のフレームと次のリフレッシュ動作が行われる第２のフレームにおい
て、極性信号が反転するように前記ゲート選択イネーブル信号を制御することを特徴とす
る液晶表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、保持容量線駆動方式の液晶表示装置及びその駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、液晶表示装置の駆動方式として保持容量線駆動方式が知られている。この方
式は、保持容量線と画素電極の間に保持容量を設け、画素電極に表示信号を書き込んだ後
に、保持容量線の電位を変動させことにより、画素電極の電位を正又は負の方向に変化さ
せる。これにより、表示信号のダイナミックレンジを小さくすることができるため、低消
費電力での駆動が可能になる。この保持容量線駆動方式を用いた液晶表示装置については
、特許文献１に記載されている。
【０００３】
　また、液晶表示装置の表示方式として、パーシャル表示方式が知られている。この方式
は、画素領域の中、一部の領域を画像が表示される表示領域とし、残りの領域を画像が表
示されない非表示領域（白、又は黒の表示領域）とするものである。この種の液晶表示装
置については、特許文献２に記載されている。
【０００４】
　さらに、一般に、非表示領域においては、対応する画素の画素電極に非表示に対応した
信号を周期的に書き込む、リフレッシュ動作が行われる。
【特許文献１】特開２００２－１９６３５８号公報
【特許文献２】特開２００７－１４０１９２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記リフレッシュ動作に伴う消費電力を低減するために、リフレッシュ動作を全フレー
ムについて行うのではなく、一部のフレームについて間欠的に行う、間欠リフレッシュ（
間引きリフレッシュともいう）が行われる。
【０００６】
　しかしながら、間欠リフレッシュを行う場合、非表示領域において表示不良が生じると
いう問題があった。これは、間欠リフレッシュを行う場合、リフレッシュが行われるフレ
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ームの選択によっては、非表示領域では表示領域とは異なり、保持容量線の極性を決定す
るための極性信号の極性が反転しなくなるためである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の液晶表示装置は、複数の画素からなる画素領域と、複数のソース線と、複数の
ゲート線と、複数の保持容量線と、前記画素の画素電極と前記保持容量線の間に接続され
た保持容量と、前記ゲート線にゲート選択信号を出力するゲート選択回路と、前記画素毎
に設けられ、前記ゲート選択信号に応じてスイッチングし、前記ソース線からのソース信
号を画素電極に供給する第１のスイッチング素子と、前記ゲート選択信号に応じて、１フ
レーム毎に第１のレベルと第２のレベルの間で交互に反転を繰り返す極性信号をラッチす
る第１のラッチ回路と、前記第１のラッチ回路の出力信号に応じて、前記保持容量線の電
位を切り換える第２のスイッチング素子と、を備え、前記画素領域中で、画像が表示され
ない非表示領域においては、２つ以上のフレームを間引いた残りのフレームで、非表示に
対応するソース信号を前記第１のスイッチング素子を介して、対応する画素に供給するリ
フレッシュ動作を行わせるとともに、リフレッシュ動作が行われる第１のフレームと次の
リフレッシュ動作が行われる第２のフレームにおいて、極性信号が反転するように制御す
ることを特徴とする。
【０００８】
　また、本発明の液晶表示装置の駆動方法は、複数の画素からなる画素領域と、複数のソ
ース線と、複数のゲート線と、複数の保持容量線と、前記画素の画素電極と前記保持容量
線の間に接続された保持容量と、前記ゲート線にゲート選択信号を出力するゲート選択回
路と、前記画素毎に設けられ、前記ゲート選択信号に応じてスイッチングし、前記ソース
線からのソース信号を画素電極に供給する第１のスイッチング素子と、前記ゲート選択信
号に応じて、１フレーム毎に第１のレベルと第２のレベルの間で交互に反転を繰り返す極
性信号をラッチする第１のラッチ回路と、前記第１のラッチ回路の出力信号に応じて、前
記保持容量線の電位を切り換える第２のスイッチング素子と、を備える液晶表示装置の駆
動方法において、前記画素領域の中、画像が表示されない非表示領域においては、２つ以
上のフレームを間引いた残りのフレームで、非表示に対応するソース信号を前記第１のス
イッチング素子を介して、対応する画素に供給するリフレッシュ動作を行わせるとともに
、リフレッシュ動作が行われる第１のフレームと次のリフレッシュ動作が行われる第２の
フレームにおいて、極性信号が反転するように制御することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、保持容量線駆動方式の液晶表示装置において、簡単な回路構成で、パ
ーシャル表示の低消費電力化を実現することができる。また、パーシャル表示の低消費電
力化のために、間欠リフレッシュを行う場合、非表示領域においても表示領域と同様に極
性信号の極性を反転させることができるので、表示不良を防止することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　本発明の実施形態による液晶表示装置について図面を参照しながら説明する。図１は液
晶表示装置のブロック図である。この液晶表示装置は、保持容量線駆動方式が採用され、
しかもパーシャル表示を行うことができるものである。
【００１１】
　複数の画素がマトリクス状に配置されて画素領域を形成している。図１においては、簡
単のため、３行×３列の９個の画素を示している。各画素はゲート線ＧＬ１～ＧＬ３、ソ
ース線ＳＬ１～ＳＬ３の各交差点に対応して配置されており、Ｎチャネル型の薄膜トラン
ジスタからなる画素トランジスタ１０、画素トランジスタ１０のドレインに接続された画
素電極１１、画素電極１１と共通電極ＣＥの間に配置された液晶１２が設けられている。
共通電極ＣＥには共通電位ＶＣＯＭが供給されるようになっている。
【００１２】
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　また、第１行の画素に対応して、第１の保持容量線ＳＣ１が設けられ、画素電極１１と
第１の保持容量線ＳＣ１との間に保持容量１３が設けられている。第２行の画素に対応し
て、第２の保持容量線ＳＣ２が設けられ、画素電極１１と第２の保持容量線ＳＣ２との間
に保持容量１３が設けられている。第３行の画素に対応して、第３の保持容量線ＳＣ３が
設けられ、画素電極１１と第３の保持容量線ＳＣ３との間に保持容量１３が設けられてい
る。
【００１３】
　また、第１列の各画素の画素トランジスタ１０のソースは、第１のソース線ＳＬ１に接
続され、第２列の各画素の画素トランジスタ１０のソースは、第２のソース線ＳＬ２に接
続され、第３列の各画素の画素トランジスタ１０のソースは、第３のソース線ＳＬ３に接
続されている。
【００１４】
　また、第１行の各画素の画素トランジスタ１０のゲートは、第１のゲート線ＧＬ１に接
続され、第２行の各画素の画素トランジスタ１０のゲートは、第２のゲート線ＧＬ２に接
続され、第３行の各画素の画素トランジスタ１０のゲートは、第３のゲート線ＧＬ３に接
続されている。
【００１５】
　また、ソース信号Ｓｉｇ（表示信号）を第１～第３のソース線ＳＬ１～ＳＬ３に供給す
るソース線駆動回路２０が設けられている。ソース信号Ｓｉｇは、一定周期（例えば、一
水平周期）で基準電位に対して極性が反転するようになっている。また、制御信号ＤＳＧ
に応じて、第１～第３のソース線ＳＬ１～ＳＬ３に共通電位ＶＣＯＭを供給するＤＳＧ制
御回路２１が設けられている。
【００１６】
　また、ゲート選択信号Ｇ１～Ｇ３を生成するゲート線駆動回路２２が設けられている。
ゲート選択信号Ｇ１～Ｇ３は垂直スタートパルスＳＴＶを垂直シフトパルスＣＫＶに基づ
いて転送することによって生成される。また、ゲート選択信号Ｇ１～Ｇ３をゲート選択イ
ネーブル信号ＶＥＮＢに基づいて第１のゲート線ＧＬ１～第３のゲート線ＧＬ３に出力す
るゲート選択回路２４が設けられている。即ち、ゲート選択回路２４はＡＮＤ回路２４１
～２４３で形成されており、ゲート選択信号Ｇ１～Ｇ３は対応するＡＮＤ回路２４１～２
４３に入力され、ゲート選択イネーブル信号ＶＥＮＢはＡＮＤ回路２４１～２４３に共通
に入力されている。したがって、ゲート選択イネーブル信号ＶＥＮＢがＨレベルの時は、
ゲート選択信号Ｇ１～Ｇ３は第１のゲート線ＧＬ１～第３のゲート線ＧＬ３に出力される
。ゲート選択イネーブル信号ＶＥＮＢがＬレベルの時は、ゲート選択回路２４の出力はＬ
レベルに固定されるので、第１のゲート線ＧＬ１～第３のゲート線ＧＬ３は非選択状態（
画素トランジスタ１０はオフ状態）になる。前記ゲート選択イネーブル信号ＶＥＮＢは、
制御回路２５によって制御されている。
【００１７】
　さらに、第１～第３の保持容量線ＳＣ１～ＳＣ３を駆動する保持容量線駆動回路２３が
設けられている。保持容量線駆動回路２３は、１フレーム毎にＨレベルとＬレベルの間で
反転を繰り返す極性信号ＰＯＬに基づいて、第１～第３の保持容量線ＳＣ１～ＳＣ３の電
位を低電位ＶＣＯＭＬ又は高電位ＶＣＯＭＨに駆動する。
【００１８】
　［保持容量線駆動回路の構成］
　保持容量線駆動回路２３の構成を図２に示す。この回路はゲートラッチ方式と呼ばれる
回路であって、極性信号ＰＯＬをゲート選択信号Ｇ１～Ｇ３に基づいてラッチする。第１
～第３の保持容量線ＳＣ１～ＳＣ３にそれぞれ対応して第１のラッチ回路ＬＣＨ１１，Ｌ
ＣＨ２１，ＬＣＨ３１が設けられている。第１のラッチ回路ＬＣＨ１１，ＬＣＨ２１，Ｌ
ＣＨ３１は、極性信号ＰＯＬをゲート選択信号Ｇ１，Ｇ２，Ｇ３に基づいてラッチする。
尚、偶数ラインに対応した第１のラッチ回路ＬＣＨ２１には反転された極性信号ＰＯＬが
ラッチされるようになっている。これは、奇数ライン（第１ライン、第３ライン、・・・
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）と偶数ライン（第２ライン、第４ライン、・・・）に対応した保持容量線の電位を逆極
性にして、ライン反転を可能にするためである。例えば、第１の保持容量線ＳＣ１と第２
の保持容量線ＳＣ２の電位は逆極性になる。
【００１９】
　また、第１～第３の保持容量線ＳＣ１～ＳＣ３にそれぞれ対応して第２のラッチ回路Ｌ
ＣＨ１２，ＬＣＨ２２，ＬＣＨ３２が設けられている。第２のラッチ回路ＬＣＨ１２，Ｌ
ＣＨ２２，ＬＣＨ３２は、第１のラッチ回路ＬＣＨ１１，ＬＣＨ２１，ＬＣＨ３１によっ
てラッチされた極性信号ＰＯＬをそれぞれ第１～第３のタイミングクロックＴＣＬＫ１～
ＴＣＬＫ３に基づいてラッチする。第１～第３のタイミングクロックＴＣＬＫ１～ＴＣＬ
Ｋ３は、各ラインに対応して異なるタイミングに発生するパルス信号であり。タイミング
制御回路２３１によって、タイミング信号ＴＣＬＫに基づいて作成される。
【００２０】
　第２のラッチ回路ＬＣＨ１２，ＬＣＨ２２，ＬＣＨ３２の出力信号である第１～第３の
ラッチ信号ＰＯＬ１～ＰＯＬ３は、後段の第１～第３のスイッチＳＷ１～ＳＷ３のスイッ
チングを制御する信号として用いられる。
【００２１】
　図３に第１のスイッチＳＷ１の構成を示す。高電位ＶＣＯＭＨと低電位ＶＣＯＭＬの間
に、Ｐチャネル型ＴＦＴ２３２とＮチャネル型ＴＦＴ２３３とが直列に接続され、それら
のゲートに第２のラッチ回路ＬＣＨ１２からの第１のラッチ信号ＰＯＬ１が印加される。
尚、第２，第３のスイッチＳＷ２，ＳＷ３も同様に構成されている。
【００２２】
　例えば、第１のラッチ信号ＰＯＬ１がＨレベルの場合は、Ｎチャネル型ＴＦＴ２３３が
オンするので、第１の保持容量線ＳＣ１に低電位ＶＣＯＭＬが印加され、第１のラッチ信
号ＰＯＬ１がＬレベルの場合は、Ｐチャネル型ＴＦＴ２３２がオンするので第１の保持容
量線ＳＣ１に高電位ＶＣＯＭＨが印加されるようになっている。
【００２３】
　第１～第３の保持容量線ＳＣ１～ＳＣ２の電位は、第１～第３のタイミングクロックＴ
ＣＬＫ１～ＴＣＬＫ３の立ち上がるタイミングによって決定される。このような保持容量
線駆動方式においては、一般にそのようなタイミングはゲート選択信号Ｇ１～Ｇ３が立ち
下がった後である。図４は、ゲート選択信号Ｇ１～Ｇ３、第１～第３のタイミングクロッ
クＴＣＬＫ１～ＴＣＬＫ３、第１～第３の保持容量線ＳＣ１～ＳＣ３の電位変化の関係を
示している。
【００２４】
　［ソース線駆動回路及びＤＳＧ制御回路の構成］
　図５は、画素領域の周辺にあるソース線駆動回路２０、ＤＳＧ制御回路２１の構成を示
す。図５においては、画素領域の１列目に対応した画素に関係した構成だけを示している
。第１のソース線ＳＬ１の一端には、水平スイッチＳＷＨを介してソースドライバ１４の
出力端子が接続されている。水平スイッチＳＷＨは水平走査信号に応じてスイッチングす
る。水平スイッチＳＷＨがオンすると、ソースドライバ１４からソース信号Ｓｉｇ（表示
信号）が第１のソース線ＳＬ１に供給される。
【００２５】
　また第１のソース線ＳＬ１の他端には、スイッチＳＷＳを介して共通電極ドライバ１５
の出力端子が接続されている。スイッチＳＷＳは制御信号ＤＳＧに応じてスイッチングす
る。また、共通電極ドライバ１５の出力端子は共通電極ＣＥに接続され、共通電極ＣＥに
は共通電位ＶＣＯＭが供給される。したがって、スイッチＳＷＳがオンすると、第１のソ
ース線ＳＬ１と共通電極ＣＥとは短絡され、プリチャージのために、第１のソース線ＳＬ
１にも共通電位ＶＣＯＭが供給されるようになっている。
【００２６】
　次に、上記の液晶表示装置の動作例について、図６のタイミング図を参照して説明する
。いま、パーシャル表示が行われているとする。
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【００２７】
　（１）リフレッシュ動作
　非表示領域についてリフレッシュが行われる。この場合、非表示領域においてもゲート
選択イネーブル信号ＶＥＮＢが定期的に発生されており、第１～第３のゲート線ＧＬ１～
ＧＬ３に次々にゲート選択信号Ｇ１～Ｇ３が出力される。そして、第１のソース線ＳＬ１
～ＳＬ３に非表示に対応したソース信号ｓｉｇ（非表示信号）が供給され、それが画素に
供給されることでリフレッシュ動作が行われる。一方、表示領域においてもゲート選択イ
ネーブル信号ＶＥＮＢが定期的に発生されており、第１～第３のゲート線ＧＬ１～ＧＬ３
に次々にゲート選択信号Ｇ１～Ｇ３が出力される。そして、第１のソース線ＳＬ１～ＳＬ
３に表示に対応したソース信号ｓｉｇ（表示信号）が画素に供給されることで通常の液晶
表示が行われる。
【００２８】
　また、保持容量線駆動回路２３も動作している。したがって、第１～第３の保持容量線
ＳＣ１～ＳＣ３の電位は、第１～第３のラッチ信号ＰＯＬ１～ＰＯＬ３に同期して反転を
繰り返すことになり、保持容量線駆動が行われる。即ち、画素電極に表示信号（非表示信
号）を書き込んだ後に、対応する保持容量線の電位が変動し、画素電極１１の電位を正又
は負の方向に変化させる。これにより、表示信号のダイナミックレンジを小さくすること
ができるため、低消費電力での駆動が可能になる。
【００２９】
　（２）非リフレッシュ動作
　間欠リフレッシュにおいては、リフレッシュをしないフレームがある。つまり、非リフ
レッシュのフレームでは、非表示領域のリフレッシュは実施されない。この場合は、ゲー
ト選択イネーブル信号ＶＥＮＢを停止する（Ｌレベルに固定）ことで、第１～第３のゲー
ト線ＧＬ１～ＧＬ３はＬレベルに固定される。これにより、非表示信号は画素電極に書き
込まれない。
【００３０】
　このように間欠リフレッシュにおいては、ゲート選択イネーブル信号ＶＥＮＢを停止す
ることによってリフレッシュを停止することができる。そこで、どのフレームについてリ
フレッシュを行うかが問題となる。この点について図７のタイミング図を用いて説明する
。
【００３１】
　図７（Ａ）に示すように、間欠リフレッシュにおいて、１フレームおきにリフレッシュ
を行う場合には、極性信号ＰＯＬはリフレシュを行うフレームにおいて常にＬレベルであ
り、Ｈレベルに反転しない。そのため、保持容量線駆動は停止される（第１～第３の保持
容量線ＳＣ１～ＳＣ３の電位は固定される）ため、表示不良が生じてしまう。一般には、
リフレッシュが行われたフレームを基準として偶数番目のフレームでのみリフレッシュを
行う偶数リフレッシュの場合には、極性信号ＰＯＬの極性は同じになるため、上記問題が
生じる。
【００３２】
　そこで、図７（Ｂ）に示すように、間欠リフレッシュにおいて、２フレームおきにリフ
レッシュを行うようにすると、極性信号ＰＯＬはリフレッシュが行われるフレーム毎に反
転を繰り返すようになる。即ち、第０フレーム、第３フレーム、第６フレーム、・・・で
リフレッシュが行われ、極性信号ＰＯＬは、第０フレームではＬレベル、第３フレームで
はＨレベル、第６フレームではＬレベルというように反転する。
このような動作は、制御回路２５により、ゲート選択イネーブル信号ＶＥＮＢを上記の特
定のフレームにおいて活性化するように制御することで実現することができる。
【００３３】
　これにより、非表示領域のリフレッシュにおいても、表示領域と同様に極性信号ＰＯＬ
が反転し、保持容量線駆動が行われるため、表示不良が防止される。一般には、リフレッ
シュが行われたフレームを基準として奇数番目のフレームでのみリフレッシュを行う奇数
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リフレッシュの場合には、極性信号ＰＯＬの極性は反転を繰り返すようになるため、上記
問題を解決することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】本発明の実施形態による液晶表示装置の構成を示す図である。
【図２】本発明の実施形態による液晶表示装置における保持容量線駆動回路の構成を示す
図である。
【図３】本発明の実施形態による液晶表示装置における保持容量線駆動回路の構成を示す
図である。
【図４】本発明の実施形態による液晶表示装置における保持容量線駆動回路の動作タイミ
ング図である。
【図５】本発明の実施形態による液晶表示装置におけるソース線駆動回路及びＤＳＧ制御
回路の構成を示す図である。
【図６】本発明の実施形態による液晶表示装置の動作を説明するタイミング図である。
【図７】比較例と本発明の実施形態による液晶表示装置の動作を説明するタイミング図で
ある。
【符号の説明】
【００３５】
１０　画素トランジスタ　　１１　画素電極　　１２　液晶　　１３　保持容量
１４　ソースドライバ　　１５　共通電極ドライバ
２０　ソース線駆動回路　　２１　ＤＳＧ制御回路　　２２　ゲート線駆動回路
２３　保持容量線駆動回路　　２４　ゲート選択回路　　２５　制御回路
２３１　タイミング制御回路　　２３２　Ｐチャネル型ＴＦＴ
２３３　Ｎチャネル型ＴＦＴ　　２４１，２４２，２４３　ＡＮＤ回路
ＬＣＨ１１，ＬＣＨ２１，ＬＣＨ３１　第１のラッチ回路
ＬＣＨ１２，ＬＣＨ２２，ＬＣＨ３２　第２のラッチ回路
ＳＷ１～ＳＷ３　第１～第３のスイッチ
ＳＣ１，ＳＣ２，ＳＣ３　第１～第３の保持容量線
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